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図９　コンテンツ利用状況と教員による作品評価の関係
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ファッションドローイングにおけるe-Learningの教育効果
が高くなり，コンテンツ訪問回数と評価の相関は0.926で，１％水準で有意であった．なお，ヒッ
ト数（ファッションドローイングのWebCTにアクセスした回数）とは有意な相関は得られず，
今回の実験のためにトップページのみアクセスしてみたもののコンテンツをしっかり見ていな
い被験者には教育効果はなかったことになる．この結果は，コンテンツを何度もきちっと利用
することにより，その学習効果が確実に表れてきていることを証明するものといえる．
　この研究は，石原，間瀬，小町谷が受けた平成21年文部科学省科学研究費補助金課題番号
21500719の一部を使用して行った．
要　約
　被服実習における学生のレベル差に対応する自主学習コンテンツの作成を目指して，学生が
被服関係科目の中で自主学習が難しいとして挙げているファッションドローイングを対象に，
e-Learningによるコンテンツの作成と評価および効果の検証をした．
　まず，コンテンツの作成では，当該授業の指導内容に沿ったファー，キルティング，スパン
コール，ツィードの４素材について着彩方法を動画によって説明する方法を採用した．次に，
コンテンツの評価と効果の測定では，本学１年次の専門科目「ファッションドローイング」で
着彩の基礎を学んだ44名にコンテンツを活用した作品を制作させ，それについてのアンケート
を実施し，さらに教員による作品評価により効果検証をした．
　４素材に関するコンテンツの評価は５段階評定の４以上であったが，テロップについては評
価にバラツキがあり，特に速さの調整は今後の課題といえる．また，コンテンツ使用後の作品
評価については，被験者自身の作品評価では89.7％の学生が，完成度が高いと評価し，教員に
よる作品評価でも１作品以上での評価が上がった学生が97.8％もあり，e-Learningの活用メリッ
トを確認できた．
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